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中
島
あ
や
子
著

『
源
氏
物
語
の
構
想
と
人
物
造
型』

本
書
は
、『

源
氏
物
語』

の
作
者
で
あ
る
紫
式
部
と
い
う
人
物
の
、

現
実
体
験
に
基
づ
い
た
〈
思
惟
〉
が
、
い
か
に
作
品
に
表
出
さ
れ
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
、『

紫
式
部
日
記』

と

『

紫
式
部
集』

の

｢

人
物
造

型｣

を
も
対
象
と
し
て
総
合
的
に
論
究
し
た
一
書
で
あ
る
。
構
成
は
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

第
一
章

源
氏
物
語
の
成
立
と
構
想

第
一
節

紫
式
部
集
所
載
歌
の
詠
作
年
代
に
つ
い
て

第
二
節

源
氏
物
語
巻
々
の
執
筆
年
時
推
論

第
三
節

源
氏
物
語
の
成
立
小
攷
―
葵
巻
を
中
心
に

第
四
節

源
氏
物
語
の
成
立
小
攷
―
帚
木
三
帖
の
序
跋
を
め
ぐ
っ

て

第
五
節

蜻
蛉
巻
を
め
ぐ
っ
て

第
二
章

紫
式
部
の
体
験
と
創
作

第
一
節

紫
式
部
の
越
前
の
旅
と
須
磨
巻

第
二
節

末
摘
花
に
投
影
さ
れ
た
作
者
紫
式
部

第
三
節

源
氏
物
語
に
み
る
親
と
子
―
作
者
の
体
験
と
創
作

第
四
節

平
安
朝
前
期
物
語
に
み
る
親
と
子
―
源
氏
物
語
を
中
心

に

第
三
章

源
氏
物
語
の
人
物
造
型

第
一
節

源
氏
を
主
導
す
る
藤
壺

第
二
節

夕
顔
考

第
三
節

な
に
が
し
院
の
怪
―
夕
顔
巻

第
四
節

浮
舟
の
形
成
―
還
俗
問
題
に
至
る

第
五
節

源
氏
物
語
の
和
歌
―
霞
・
霧
・
雲
の
心
象

第
一
章
は
、『

源
氏
物
語』

『

紫
式
部
日
記』

『

紫
式
部
集』

の
三
作

品
間
の
和
歌
の
類
似
・
影
響
関
係
と
、
そ
の
先
後
を
検
討
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、『

源
氏
物
語』

の
成
立
過
程
、
執
筆
順
序
の
問
題
に
つ
い
て

考
察
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
章
で
は
、
紫
式
部
の
現
実
体
験
と

そ
れ
に
基
づ
く
感
懐
が
、『

源
氏
物
語』

の
中
に
核
心
的
な
位
置
を
占

め
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
そ
の
こ
と
が
虚
構
の
物
語
の
も
つ
真
実
性
を

確
か
な
も
の
に
し
て
い
る
こ
と
を
諸
方
面
か
ら
論
じ
て
い
る
。
第
三
章

は
、
女
性
の
登
場
人
物
に
関
す
る
論
で
あ
る
。
源
氏
等
、
周
囲
の
人
物

の
視
点
で
は
な
く
、
女
性
そ
の
人
の
視
点
に
即
し
て
描
出
を
掘
り
下
げ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
女
性
の
登
場
人
物
の
造
型
に
つ
い
て
従
来
の
説
の

批
判
を
あ
ら
た
め
て
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

(
平
成
一
六
年
一
月

笠
間
書
院

Ａ
５
判

三
二
五
頁

七
、
五
〇

〇
円)

－ 49 －

《
会
員
著
書
紹
介》



田
中
道
雄
編

『

佐
賀
県
近
世
史
料』

第
九
編
第
一
巻

本
書
は
、
現
佐
賀
県
域
を
対
象
と
し
て
、
近
世
の
俗
文
芸
で
あ
る
、

俳
諧
及
び
広
義
の
近
世
小
説
を
収
録
す
る
。
史
料
集
と
い
う
性
格
を
鑑

み
て
、
少
な
い
紙
面
で
贅
言
を
費
や
さ
ず
、
全
収
録
作
品
を
紹
介
し
た

い
。俳

諧
編

｢

維
舟
点
愚
渓
ら
三
吟
賦
何
柚
百
韻｣

｢

西
翁
・
如
自
両
吟

ひ
と
時
雨
百
韻｣

｢

西
翁
ら
五
吟
天
に
あ
ら
ば
百
韻｣

｢

梅
翁
ら
三
吟
江

戸
桜
歌
仙｣

｢

如
閑
ら
三
吟
剃
捨
て
歌
仙｣

｢

菊
の
道｣
｢

放
鳥
集｣

｢

元

禄
十
七
年
西
花
春
帖｣

｢

天
明
二
年
菊
亮
春
帖｣

｢

天
明
二
年
其
翠
春
帖｣

｢

天
明
四
年
其
翠
春
帖｣

｢

天
明
七
年
其
翠
春
帖｣
｢

笠
の
晴｣

｢

向
ふ
や

ま｣
｢

富
士
の
詠｣

｢

卯
花
集｣

｢

残
夢
塚
集｣
｢

頭
陀
の
旅
寐｣

｢

笠
の

露｣
｢

夏
木
立｣

｢

羽
ぬ
け
鳥
集｣

｢

世
事
の
凍
解｣

｢
常
葉
の
青
葉｣

｢

年
賀
集｣

｢

う
つ
せ
み
集｣

｢

仰
魂
集｣

｢

誘
ふ
杜
宇｣

｢
朝
日
の
神
楽｣

｢

千
代
の
遊
び｣

｢

牛
あ
ら
ひ
集｣
｢

卜
心
点
前
句
付
断
簡｣

｢(
仮
題)

月
見
発
句｣

｢

斐
竹
ら
三
吟
賦
兀
何
歌
仙｣

｢

以
左
奈
宇
太｣

｢

滑
稽
堂

西
花
上
洛
之
日
記｣

草
子
・
実
録
編

｢

竹
の
林
の
落
葉
左
衛
門｣

｢

諸
国
武
道
容
気

四

之
巻｣

｢(

仮
題)

深
堀
騒
動
記｣

｢

肥
ノ
逢
橋
因
縁
録｣

(

参
考
資
料

｢

笠
士
居
村
逢
橋
由
来｣

｢

高
原
市
左
衛
門
笠
椎
滞
留
記｣)

｢

肥
前
佐
賀

二
尾
実
記

(

仇
討
物)｣

｢

肥
前
佐
賀
二
尾
実
記

(

化
猫
騒
動)｣

｢

目
達

原
敵
討｣

｢

須
古
心
中
物
語｣

一
編
舎
十
九
集

｢

伊
勢
道
中
不
案
内
記｣

｢

年
中
行
事｣
｢

七
福
神
評
定
録｣

｢

古
今
風
俗
太
平
記｣

｢

薬
師
ち
よ
ん

が
れ｣

｢

田
舎
狂
言
幕
内
外｣

｢

六
韜
三
略
猫
の
巻｣

｢

老
耄
雑
話｣

｢

町
々

餝
評
番｣
｢

植
疱
瘡
軽
安
録｣

｢

隠
家
の
春｣

｢

神
々
風
災
順
見
録｣

｢

邯

鄲
栄
花
夢｣

｢

三
法
論
議
集｣

｢

当
世
廿
四
孝｣

｢

お
さ
ら
ば
双
紙｣

｢

反

魂
二
世
物
語｣

｢

異
船
旱
魃
神
評
定｣

｢

独
問
答
夢
物
語｣

｢

町
方
盛
衰

記｣
｢

草
庵
の
記｣

そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
に
田
中
道
雄
氏
に
よ
る
解
題
が
備
わ
り
、
中
で
も

全
著
作
を
本
書
に
収
録
し
た
一
編
舎
十
九
に
関
し
て
は
、
全
て
の
作
品

に
頭
注
が
施
さ
れ
る
。
本
書
を
通
覧
す
る
こ
と
で
、
佐
賀
県
域
の
、
引

い
て
は
近
世
に
お
け
る
地
方
の
俗
文
学
の
考
察
に
、
種
々
の
知
見
が
与

え
ら
れ
よ
う
。

(

平
成
十
六
年
三
月

佐
賀
県
立
図
書
館

Ａ
５
判

一
、
○
○
○
頁

一
一
、
〇
〇
〇
円)

板
坂
耀
子
著

『

動
物
登
場』

古
今
東
西
の
文
学
・
映
画
に
登
場
す
る
動
物
の
描
か
れ
方
を
通
し
て
、

動
物
と
人
間
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
問
題
を
考
察
し
、
読
者
に
提
示
す
る
。

そ
の
思
索
の
足
跡
は
、
い
ず
れ
も
意
識
的
に
、
ま
た
愛
情
を
持
っ
て
動

物
に
接
し
て
き
た
人
間
に
し
か
抱
き
得
な
い
も
の
で
あ
り
、
動
物
と
の
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豊
か
な
交
流
と
、
実
体
験
に
根
ざ
し
た
皮
相
的
で
は
な
い
思
考
が
、
読

者
を
肯
か
せ
る
。

考
察
は
、
動
物
か
ら
人
間
へ
、
人
間
か
ら
動
物
へ
と
移
る
。
動
物
と

人
間
の
共
通
性
を
論
じ
、
差
異
を
述
べ
る
。
そ
れ
こ
そ
筆
者
の
意
図
す

る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
本
書
は
動
物
を
通
し
て
他
な
ら
ぬ
人
間
を
浮
き

彫
り
に
す
る
。

章
立
て
は
次
の
通
り
。

第
一
章

愛
す
る
勇
気
、
別
れ
る
勇
気

第
二
章

野
生
と
自
由
と
束
縛
と

第
三
章

鏡
の
な
か
の
動
物
た
ち

擬
人
化
の
功
罪

第
四
章

児
童
文
学
の
な
か
の
母
親

第
五
章

動
物
好
き
は
人
間
嫌
い
？

い
ず
れ
も
動
物
と
人
間
の
、
そ
し
て
文
学
の
本
質
に
迫
る
内
容
深
い

も
の
で
あ
り
な
が
ら
、｢

あ
と
が
き｣

に

｢

授
業
ノ
ー
ト
を
も
と
に
し

た｣

と
あ
る
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
語
り
か
け
る
よ
う
な

筆
致
と
、
お
そ
ら
く
筆
者
の
意
向
を
反
映
し
た
の
だ
ろ
う
、
ソ
フ
ト
カ

バ
ー
と
い
う
体
裁
と
も
相
俟
っ
て
、
肩
肘
を
張
ら
ず
に
読
む
こ
と
が
で

き
る
。

筆
者
が
思
索
の
料
と
し
た
文
学
・
映
画
作
品
は
、
実
に
一
九
〇
に
余

る
。
次
か
ら
次
へ
と
果
て
し
な
く
続
く
か
に
思
え
る
広
が
り
が
、
思
い

が
け
な
い
、
だ
が
説
得
力
の
あ
る
主
張
へ
と
帰
結
し
て
、
引
用
を
貫
く

非
凡
な
思
惟
を
知
る
。

(

平
成
十
六
年
四
月

弦
書
房

Ａ
５
判

二
三
七
頁

一
、
八
○
○

円)

今
井
源
衛
著

『

今
井
源
衛
著
作
集

第
七
巻

在
原
業
平
と
伊
勢
物
語』

本
巻
は
在
原
業
平
と
そ
の
周
辺
人
物
に
つ
い
て
の
伝
記
考
証
、
お
よ

び

『

伊
勢
物
語』

に
関
す
る
著
書
一
冊
と
論
文
一
〇
篇
を
収
め
る
。
細

目
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

在
原
業
平

１

家
系
と
生
い
立
ち

２

青
年
時
代

３

彷
徨
の
一
〇
年

４

官
人
業
平
と
そ
の
周
辺

５

晩
年
と
子
供
た
ち

６

そ
の
和
歌

７

業
平
伝
承
の
展
開
と
み
や
び

在
原
業
平
関
係
図

業
平
略
年
譜

業
平
と
伊
勢
物
語

在
原
業
平

伊
勢
物
語

－ 51 －



伊
勢
物
語
一
〇
一
段
に
つ
い
て

松
尾
聰
・
片
桐
洋
一
両
氏
に
答
え
る

伊
勢
物
語
の
史
実
を
め
ぐ
っ
て

伊
勢
物
語
の
史
実

戒
仙
に
つ
い
て

業
平
か
ら
貫
之
へ

在
原
業
平
の
兄
弟
と
子
供
た
ち

守
平
・
棟
梁
・
清
貫
母
の
こ
と

大
江
音
人
阿
保
親
王
子
息
説
を
め
ぐ
っ
て

伊
勢
物
語
六
三
段
と
漢
文
学

伊
勢
物
語
の

｢

ゆ
き
ゆ
き
て｣
と
文
選

｢

古
詩
一
九
首｣

前
半
を
占
め
る｢

在
原
業
平｣

に
つ
い
て
、
後
藤
康
文
氏
は
解
説
で
、

｢

氏
は

『

古
今
集』

や

『

伊
勢
物
語』

と
い
っ
た
副
次
資
料
の
信
憑
性

を
慎
重
に
見
定
め
、
周
辺
人
物
の
動
向
を
巧
み
に
織
り
混
ぜ
つ
つ
、
孤

独
な
魂
の
漂
泊
者
と
し
て
の
在
原
業
平
の
人
生
を
見
事
な
バ
ラ
ン
ス
で

描
き
あ
げ
て
行
く
。｣

と
述
べ
る
。

後
半
の

｢

業
平
と
伊
勢
物
語｣

は
、
業
平
お
よ
び
そ
の
周
辺
人
物
を

め
ぐ
る
詳
細
な
研
究
に
加
え
、
著
者
の
漢
文
学
に
対
す
る
造
詣
の
深
さ

を
窺
わ
せ
る
、『

詩
経』

や

『

文
選』

等
の

『

伊
勢
物
語』

へ
の
影
響

を
説
い
た
十
篇
の
論
考
を
収
め
る
。

本
書
は
、
著
者
が
長
年
に
わ
た
っ
て
積
み
重
ね
て
き
た
、
在
原
業
平
・

伊
勢
物
語
に
関
す
る
研
究
の
全
容
が
ほ
ぼ
完
全
に
捕
捉
で
き
る
も
の
と

な
っ
て
お
り
、｢

現
時
点
に
お
け
る
業
平
研
究
の
到
達
点
を
示
す
も
の

で
あ
る
と
同
時
に
、
今
後
在
原
業
平
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
す
る
者
の
第

一
に
繙
く
べ
き
基
本
文
献
た
る
こ
と
疑
う
余
地
は
な
い｣

(

解
説)

一

書
で
あ
る
。

(

平
成
十
六
年
六
月

笠
間
書
院

Ａ
５
判

三
四
〇
頁

九
、
〇
〇

〇
円)

園
田
尚
弘
・
若
木
太
一
編

『

辞
書
遊
歩
―
長
崎
で
辞
書
を
読
む
―』

本
書

｢

は
し
が
き｣

に
あ
る
と
お
り
、
近
世
長
崎
は
ま
さ
に

｢

海
外

交
渉
の
最
前
線｣

で
あ
っ
た
。
当
然
、
外
国
語
の
習
得
は
必
要
不
可
欠

で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
辞
書
や
学
習
書
の
類
が
編
纂
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。
本
書
は
、
長
崎
に
存
在
す
る
そ
れ
ら
の
辞
書
類
を
調
査
し
、
報
告

し
た
も
の
で
あ
る
。

本
書
は
、
以
下
の
よ
う
に
、
第
１
部｢

論
文
編｣

第
２
部｢

資
料
編｣

で
構
成
さ
れ
、
巻
末
に
書
名
索
引
を
付
す
。

第
１
部

論
文
編

唐
話
辞
書
・
東
京
語
辞
書
・
朝
鮮
語
辞
書

若
木

太
一

『

交
隣
須
知』

の
朝
鮮
語
部
分
に
関
す
る
研
究
に
つ
い
て

劉

卿
美

長
崎
大
学
附
属
図
書
館
経
済
学
部
分
館
武
藤
文
庫

(

旧
長
崎
高
等
商
業
学
校)

蔵
の
往
来
物
に
つ
い
て
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勝
俣

隆

『
お
ら
ん
だ
語
彙
控』

に
つ
い
て

池
田

幸
恵

英
語
学
習
黎
明
期
に
お
け
る
英
語
辞
書
、
文
法
書
、
学
習
書
に

つ
い
て

長
崎
に
関
連
が
あ
る
も
の
を
中
心
に

松
田

雅
子

メ
ド
ハ
ー
ス
ト
の

『

英
和
・
和
英
語
彙』

に
関
す
る
研
究

大
崎

明
子

明
治
初
期
に
現
れ
た
独
和
辞
書
の
研
究

園
田

尚
弘

『

払
郎
察
辞
範』

と

『

和
仏
蘭
対
訳
語
林』

に
つ
い
て吉

岡

秋
義

日
仏
語
学
交
流
事
始
―
辞
書
を
創
っ
た
人
々

松
藤

英
恵

第
２
部

資
料
編

中
国
語
関
係
、
東
京
語
関
係
、
朝
鮮
語
関
係
、
英
語
関
係
、
フ

ラ
ン
ス
語
関
係
、
ド
イ
ツ
語
関
係
、
オ
ラ
ン
ダ
語
関
係
、
ロ
シ

ア
語
関
係
、
ラ
テ
ン
語
関
係
の
辞
書
・
学
習
書
、
そ
の
他
の
貴

重
辞
書

関
連
辞
書
・
学
習
書
年
表

外
国
語
習
得
の
た
め
に
編
纂
さ
れ
た
語
学
書
の
類
は
、
語
学
研
究
に

不
可
欠
な
資
料
で
あ
る
一
方
で
、
時
代
の
潮
流
・
文
化
の
伝
播
の
様
子

を
も
示
す
貴
重
な
文
化
的
財
産
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
本
書
は
、
語
学

研
究
者
の
み
な
ら
ず
、
異
文
化
交
流
と
い
う
視
座
か
ら
の
研
究
を
行
う

人
々
に
と
っ
て
も
貴
重
な
一
助
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

な
お
本
書
は
、
長
崎
大
学｢

教
育
研
究
改
革
・
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト｣

の
一
環

｢

長
崎
に
保
存
さ
れ
て
い
る
近
代
黎
明
期
の
語
学
辞
書
、
学
習

書
の
調
査
と
研
究｣

の
成
果
で
あ
る
。

(

平
成
十
六
年
七
月

九
州
大
学
出
版
会

Ａ
５
判

二
○
八
頁

二
、

四
〇
〇
円)

上
野
洋
三
校
注

『

松
蔭
日
記』

五
代
将
軍
綱
吉
の
側
用
人
役
と
し
て
、
元
禄
期
の
幕
政
を
支
え
た
柳

沢
吉
保
の
生
活
を
、
側
室
正
親
町
町
子
が
記
録
し
た
も
の
。
全
体
は
三

十
帖
か
ら
成
り
、
各
帖
の
題
は
主
と
し
て
本
文
中
の
和
歌
の
中
か
ら
抜

き
出
す
な
ど
、
平
安
朝
の
日
記
・
物
語
風
の
作
品
を
目
指
し
た
か
と
推

測
さ
れ
る
。
本
文
も
平
安
朝
の
語
彙
・
文
法
を
基
本
と
す
る
擬
古
物
語

の
文
体
で
あ
る
が
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
元
禄
期
徳
川
政
治
・
文
化
の
華
や

か
さ
を
描
き
出
す
。

文
庫
本
と
し
て
は
五
三
二
頁
の
大
冊
で
あ
る
が
、
各
帖
ご
と
に
冒
頭

に
校
注
者
に
よ
る
梗
概
を
備
え
、
末
尾
に
、
解
説
・
柳
沢
吉
保
略
年
譜
・

柳
沢
吉
保
家
系
図
・
徳
川
綱
吉
家
系
図
・
正
親
町
家
系
図
を
付
載
す
る
。

人
名
・
地
名
・
書
名
・
事
項
に
つ
い
て
の
索
引
を
、
和
歌
索
引
と
共
に

収
載
す
る
な
ど
、
全
体
の
関
連
を
理
解
す
る
た
め
の
工
夫
も
用
意
さ
れ

る
の
で
、
元
禄
期
の
他
の
文
芸
・
文
献
と
の
比
較
対
照
に
も
必
至
。
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原
書
に
は
、
原
著
者
あ
る
い
は
そ
れ
に
近
い
人
物
に
よ
る
と
想
像
さ

れ
る
語
注
が
随
所
に
記
入
さ
れ
て
い
る
。
本
書
に
は
、
脚
注
欄
に
、
校

注
者
に
よ
る
注
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
も
収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
の

時
代
の
知
識
人
に
お
け
る
古
典
語
理
解
の
レ
ヴ
ェ
ル
・
内
容
が
、
具
体

的
に
理
解
さ
れ
る
こ
と
も
、
本
書
の
も
た
ら
す
恩
恵
で
あ
ろ
う
。
多
数

の
登
場
人
物
に
よ
る
詠
歌
作
品
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
は
元
禄
期
江
戸
の

歌
学
・
古
典
学
が
、
い
か
に
豊
か
な
質
量
を
保
持
し
た
か
と
い
う
、
貴

重
な
証
言
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
吉
保
の
後
半
生
の
一
大
事
業
と
し
て
建
設
さ
れ
た
駒
込
六
義

園
に
つ
い
て
は
、
第
二
十
四
帖
そ
の
他
に
詳
述
さ
れ
る
が
、
川
崎
千
乕

画

｢

六
義
園
図｣

(

国
会
図
書
館
蔵)

が
十
二
頁
に
亘
っ
て
収
載
さ
れ
、

｢

六
義
園
十
二
境｣

の
全
体
を
概
観
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と

も
、
行
届
い
た
心
遣
い
で
あ
る
。

(

平
成
十
六
年
七
月

岩
波
文
庫

五
三
二
頁

一
、
一
五
五
円)

今
春
か
ら
、｢

日
本
古
典
偽
書
叢
刊｣

の
刊
行
が
始
め
ら
れ
た
。
発

刊
の
辞
に
は
、

い
ま
、
あ
ら
た
め
て
問
お
う
。
こ
れ
ら｢

偽
書｣

の
う
ち
に
こ
そ
、

｢

真
正｣

な
著
者
に
よ
る
書
物
や
言
説
の
み
を
中
核
と
す
る
思
想

史
あ
る
い
は
文
化
史
か
ら
は
見
え
て
こ
な
い
、
歴
史
の
閉
塞
を
切

り
開
く
ひ
と
つ
の
可
能
性
が
孕
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
。

な
ぜ
な
ら
、
歴
史
の
う
え
で
ど
こ
に
も
な
い
も
の

、
、
、
、
、
、
、
、
、
あ
り
え
な
い

、
、
、
、
、

も
の
、
、
を
創
出
す
る
想
像
力
こ
そ
が
、
こ
れ
ら
の

｢

偽
書｣

を
成
り

立
た
せ
た
の
だ
か
ら
。

(

伊
藤
聡
・
小
川
豊
生
・
千
本
英
史
・
深
沢
徹)

と
あ
る
。
全
三
巻
の
収
録
作
品
は
、

第
一
巻

和
歌
古
今
灌
頂
巻
、
玉
伝
深
秘
巻

(

抄)

、
伊
勢
物
語

髄
脳
、
伊
勢
所
生
日
本
記
有
識
本
性
仁
伝
記
、
伊
勢
物

語
見
聞
書(

抄)

、
長
明
文
字
鎖

第
二
巻

菅
家
須
磨
記
、
清
少
納
言
松
島
日
記
、
山
路
の
露
、
雲

隠
六
帖
、
盛
長
私
記(

抄)

、
阿
仏
東
下
り
、
兼
好
諸
国

物
語(

抄)

第
三
巻

私
教
類
聚(

逸
文)

、
兵
法
秘
術
一
巻
書
、
義
経
百
首
、

��
内
伝
金
烏
玉
兎
集(

抄)

、��
抄(

序)

、
商
人
の

巻
物

秤
の
本
地
、
河
原
由
来
書(

抄)

の
計
二
十
作
品
で
あ
る
。

そ
の
う
ち
、
第
二
巻
所
収
の

『

雲
隠
六
帖』

は
、『

源
氏
物
語』

や

『
蜻
蛉
日
記』

の
校
注
を
手
が
け
た
今
西
祐
一
郎
氏
に
よ
る
校
注
で
あ

る
。
本
文
に
沿
っ
て
簡
潔
な
脚
注
・
補
注
が
付
さ
れ
、
語
句
の
説
明
や

引
歌
・
典
拠
の
指
摘
が
な
さ
れ
る
。
ま
た
、
底
本
の
無
刊
記
版
本
に
は

錯
簡
を
は
じ
め
種
々
の
文
意
不
通
箇
所
が
あ
る
が
、
異
本
を
参
照
の
上
、
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千
本
英
史
・
今
西
祐
一
郎
他
校
注(

千
本
英
史
責
任
編
集)

『

須
磨
記
・
清
少
納
言
松
島
日
記
・
源
氏
物
語
雲

隠
六
帖』
(

日
本
古
典
偽
書
叢
刊
第
二
巻)



適
切
な
本
文
校
訂
が
な
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
だ
校
注
書
の
な
か
っ
た
こ

の
物
語
の
研
究
が
、
本
書
に
よ
っ
て
大
き
く
前
進
す
る
こ
と
は
疑
い
な

い
。月

報
の
、
三
田
村
雅
子

｢｢

偽
書｣

の
中
の
源
氏
物
語｣

は
、

こ
う
し
た
偽
書
の
あ
り
か
た
は
、
源
氏
物
語
享
受
の
二
つ
の
傾
向

を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
男
女
の
す
れ
違
い
の
物
語

を
ど
こ
ま
で
も
き
め
細
か
く
追
究
し
よ
う
と
す
る
女
性
作
者
の
読

み

(｢

山
路
の
露｣)

と
、
権
力
者
の
権
威
の
源
泉
と
し
て
の
あ
る

べ
き
源
氏
像
を
ど
こ
ま
で
も
追
究
し
よ
う
と
い
う
男
性
作
者
の
読

み(｢

雲
隠
六
帖｣)

と
の
、
引
き
裂
か
れ
た
二
つ
の
方
向
で
あ
る
。

と
述
べ
る
。｢

擬
古
物
語｣

、｢

中
世
王
朝
物
語｣

と
い
っ
た
物
語
群
に

名
を
連
ね
て
い
た

『

雲
隠
六
帖』

は
、
新
た
に
｢
偽
書｣

の
括
り
の
中

に
収
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(

平
成
十
六
年
八
月

現
代
思
潮
新
社

Ｂ
６
判

二
九
六
頁

三
、

八
〇
〇
円�『

パ
ン
テ
オ
ン
会
雑
誌』

研
究
会
編

本
書
は
、
一
九
〇
〇
年
の
パ
リ
に
留
学
し
て
い
た
日
本
人
仲
間
に
よ

る

｢

パ
ン
テ
オ
ン
会｣

の
、
自
筆
回
覧
雑
誌

『

パ
ン
テ
オ
ン
会
雑
誌』

全
三
冊
を
影
印
・
翻
刻
し
、
そ
れ
に
詳
細
な
解
題
と
論
文
、
研
究
資
料

を
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
目
次
は
以
下
の
通
り
。

雑
誌
本
文

パ
ン
テ
オ
ン
会
書
誌
ノ
ー
ト

翻
印

解
題

影
印

論
文オ

テ
ル
・
ス
フ
ロ
ー
と

『

パ
ン
テ
オ
ン
会
雑
誌』

森
本

悦
子

中
村
不
折
《
巴
里
の
下
宿
屋
》

今
橋
映
子
・
合
山
林
太
郎

『

パ
ン
テ
オ
ン
会
雑
誌』

の
位
相

今
橋

映
子

パ
ン
テ
オ
ン
会
の
軌
跡

手
塚
恵
美
子

回
覧
雑
誌
の
時
代

ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル

｢

絵
画｣

の
自
立
の
か
た
わ
ら
で

山
梨
絵
美
子

｢

男
性
同
盟｣

と
し
て
の
パ
ン
テ
オ
ン
会

児
島

薫

明
治
期
在
欧
日
本
人
留
学
生
・
外
交
官
た
ち
の
俳
句
会
を
め
ぐ
っ
て

合
山
林
太
郎

黒
田
清
輝
の
二
度
目
の
渡
欧

山
梨
絵
美
子

｢
日
本
画
家｣

久
保
田
米
斎
の
文
才

永
井
久
美
子

一
九
〇
〇
年
日
仏
文
化
交
差
史
へ
の
新
視
界

今
橋

映
子

研
究
資
料

研
究
資
料
中
の

｢

パ
ン
テ
オ
ン
会
会
員
名
簿｣

を
開
け
ば
、
そ
こ
に
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『

パ
リ
一
九
〇
〇
年
●

日
本
人
留
学
生
の
交
遊

―

『

パ
ン
テ
オ
ン
会
雑
誌』

資
料
と
研
究
―』



は
、
浅
井
忠
・
黒
田
清
輝
・
土
井
晩
翠
等
、
錚
々
た
る
名
前
が
並
ん
で

い
る
。
日
本
近
代
の
歴
史
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
、
こ
れ
ら

の
若
き
知
性
が
、
遠
い
異
国
の
地
で
何
を
思
い
、
語
っ
た
か
。
そ
の
こ

と
が
、
回
覧
雑
誌
と
い
う
形
式
の
持
つ
自
由
な
空
気
を
翻
刻
で
味
わ
い
、

彼
ら
を
取
巻
く
当
時
の
環
境
を
論
文
に
よ
っ
て
確
か
め
て
ゆ
く
こ
と
で
、

自
然
と
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
付
載
の
Ｃ
Ｄ－

Ｒ
Ｏ
Ｍ
に

よ
り
、
雑
誌
の
全
頁
を
カ
ラ
ー
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
、
資
料
の

性
質
に
対
す
る
配
慮
が
窺
わ
れ
る
。

(

二
〇
〇
四
年
九
月

ブ
リ
ュ
ッ
ケ

Ｂ
５
判

五
八
三
頁

七
、
六

〇
〇
円)佐

々
木
雄
爾
著

副
題
の

｢

老
年
文
学｣

と
い
う
語
に
つ
い
て
、
筆
者
は
、｢

初
老
期

(

四
十
歳
前
後)

以
降
に
執
筆
さ
れ
、
か
つ
普
遍
性
を
持
っ
た
老
年
の

情
緒
・
性
向
・
思
想
な
ど
が
作
品
の
基
調
と
な
っ
て
い
る
文
学
を
指
し

て
お
り
、
否
定
的
に
取
ら
れ
が
ち
な
老
衰
者
の
作
を
意
味
す
る
も
の
で

は
な
い
、
い
わ
ば
青
春
文
学
の
対
応
語
の
つ
も
り
で
あ
る｣

と
説
明
し
、

こ
の
よ
う
な
認
識
は
作
品
の
理
解
を
深
め
る
上
で
極
め
て
重
要
で
あ
る

と
指
摘
し
て
い
る
。
本
書
は
こ
の
言
葉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
方
丈
記
・

徒
然
草
・
芭
蕉
及
び�

外
の
作
品
が
老
年
文
学
の
性
格
を
有
し
て
い
る

こ
と
を
立
証
し
、
か
つ
こ
れ
ら
の
作
品
か
ら
看
取
さ
れ
る
老
年
期
固
有

の
思
想
を
摘
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
構
成
は
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

第
一
章

方
丈
記�

序�

無
常
と
自
省�

隠
逸
思
想�

主

題(

上)�

主
題(

中)�

主
題(

下)�

老
年
の
出

家�

追
記

第
二
章

徒
然
草�
序�

隠
遁
の
勧
め�

無
常
観�

仏
道
・

自
然
・
芸
術�

老
道�

老
年
の
美
意
識�

兼
好

の
性
癖�
虚
無
と
自
適
・
俗
と
脱
俗�

追
記

第
三
章

芭

蕉�
序�
野
ざ
ら
し
の
旅(

上)�

野
ざ
ら
し

の
旅(

中)�
野
ざ
ら
し
の
旅(

下)�

死
の
準
備

�
老
後
の
楽
し
み�
俳
道
建
立�

末
期
の
旅(

上)

�
末
期
の
旅(

中)�
末
期
の
旅(

下)�

追
記

第
四
章�
外�
少
壮
期
の
寡
作
と
老
年
期
の
多
作�

死
・

墓
・
年
譜�
遺
言
の
意
味�
史
伝�

追
記

国
語
教
育
に
携
わ
っ
た
側
と
し
て
筆
者
は
、
本
書
で
扱
わ
れ
る
人
々

の
作
品
が
、
青
少
年
期
に
教
科
書
で
読
ま
さ
れ
、
そ
の
性
格
ゆ
え
違
和

感
を
持
つ
だ
け
で
終
わ
る
こ
と
を
批
判
す
る
。
こ
れ
ら
が
老
年
文
学
で

あ
る
と
い
う
認
識
を
持
つ
こ
と
で
違
和
感
が
理
解
に
つ
な
が
る
可
能
性

が
あ
り
、
ま
た
初
老
期
を
迎
え
た
と
き
に
啓
発
の
書
と
し
て
再
び
手
に

す
る
よ
う
な
享
受
の
あ
り
方
を
強
く
推
奨
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
も
こ
の
老
年
文
学
と
い
う
視
点
か
ら
の
考
察
は
、
古
典
の
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名
作
と
い
わ
れ
て
き
た
作
品
を
正
し
く
理
解
す
る
上
で
極
め
て
示
唆
に

富
む
と
い
え
よ
う
。

(

平
成
十
六
年
十
月

河
出
書
房
新
社

Ａ
５
判

三
一
八
頁

二
、

四
一
五
円)

佐
田
智
明
著

『

国
語
意
識
史
研
究』

本
書
は
、
こ
れ
ま
で
著
者
が
行
っ
て
き
た
国
語
学
史
の
研
究
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
。

方
法
と
し
て
は
、
教
長
註
古
今
集
な
ど
中
世
・
近
世
の
歌
学
資
料
に

見
え
る
助
詞
・
助
動
詞
に
関
す
る
記
述
を
主
な
手
が
か
り
に
、
本
書
の

テ
ー
マ
で
あ
る

｢

国
語
意
識｣

に
関
す
る
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本

書
の
全
体
の
構
成
は
以
下
の
通
り
。

第
一
章

国
語
学
研
究
史
の
方
法
と
位
置
付
け

第
二
章

中
世
前
期
に
お
け
る
国
語
意
識

第
三
章

中
世
後
期
に
お
け
る
国
語
意
識

第
四
章

近
世
に
お
け
る
国
語
意
識

第
五
章

中
世
近
世
に
お
け
る
語
の
把
握
の
変
遷

第
六
章

国
語
意
識
史
研
究

結
語

本
書
に
お
い
て
著
者
は
、｢

国
語
意
識
と
は
そ
の
時
代
の
人
々
が
国

語
を
ど
の
よ
う
に
意
識
し
た
か
を
考
え
る
と
き
の
概
念
で
あ
る｣

と
定

義
づ
け
、
そ
の
上
で

｢

古
代
人
が
日
本
語
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
、
表

現
し
て
お
り
、
そ
れ
が
史
的
に
ど
の
よ
う
な
状
態
を
反
映
し
て
い
る
か

を
考
え
て
ゆ
き
、
そ
れ
が
国
語
意
識
を
ど
う
い
う
形
で
形
成
し
、
言
語

観
を
構
築
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
察｣

(

本
書
序
文)

し
て
お
ら
れ
る
。

中
世
期
か
ら
近
世
期
に
か
け
て
の
歌
学
者
た
ち
の
言
語
意
識
を
俯
瞰

で
き
る
本
書
は
、
国
語
学
史
研
究
に
お
い
て
大
き
な
意
義
を
有
す
る
一

冊
で
あ
る
。

(

平
成
十
六
年
十
二
月

お
う
ふ
う

Ａ
５
判

三
八
九
頁

一
八
、

九
〇
〇
円)
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